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Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
鶴
瓶
の
『
家
族
に
乾
杯
』
」

（
昨
年
５
月
７
日
放
送
）
に
お
い
て
、
当
該
寺
院
保

存
の
明
治
年
間
の
『
門
徒
明
細
簿
』
と
『
門
徒
戸
数

控
』
が
開
示
さ
れ
る
と
い
う
内
容
の
番
組
が
放
送
さ

れ
た
。

　

こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て
当
該
住
職
は
「
過
去
帳
閲
覧

禁
止
」
措
置
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
が
、
「
過
去

帳
に
類
す
る
帳
簿
」
も
そ
の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
た
。
そ

こ
で
、
備
後
教
区
で
は
、
独
自
に
研
修
テ
キ
ス
ト
を

作
成
し
、
講
師
陣
を
組
織
し
て
「
御
同
朋
の
社
会
を

め
ざ
す
運
動
」
（
実
践
運
動
）
推
進
僧
侶
研
修
会
と

し
て
逸
早
く
全
組
で
開
催

し
取
り
組
ん
だ
。
年
度
内

に
は
全
組
で
終
了
す
る
予

定
。
す
で
に
各
組
か
ら
報

告
書
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

組
長
お
よ
び
講
師
陣
か
ら

の
報
告
を
も
と
に
研
修
会

で
浮
上
し
た
「
現
状
」
と

「
課
題
と
今
後
」
の
方
向
性

で
ま
と
め
て
み
た
。（
文
責
・

教
区
報
編
集
委
員
）

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
推
進
僧
侶
研
修
会
よ
り
報
告

「
過
去
帳
問
題
、
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
開
示
問
題
」

▼推進僧侶研修会の開催一覧表

組同朋研修開催状況出向表	 	 	 	 	
　  　組　	     期　日	 　　　会　　所　　	 　　　　　  講　　師	
01 備中里　　　 2 月 25 日	 （備中里組）浄心寺	 　 佐々木至成	 　季平芳照
02　 中	　　　　9月 24日	 芳井町公民館	 　　　　　佐藤秀圓	 　苅屋光影
03　 奥	　　　　1月 25日	 （奥組）増福寺	 　　　　　高橋了融	 　季平芳照
04深　津	 12 月 18 日	 （深津組）法眞寺	 　 佐々木至成	 　松林英水
05鴨　川	 12 月 3日	 （鴨川組）霊厳寺	 　 佐藤秀圓	 　田坂英尊
06鴨川北　　　9月 27日	 （鴨川北組）真光寺　	 　 毛利慶典	 　季平芳照
07沼隈西	 9 月 17 日	 （沼隈西組）淨泉坊　　　　小武正教	 　毛利慶典
08沼隈南	 1 月 27 日	 （沼隈南組）寶光寺	 　 高橋了融	 　田坂英尊
09芦　田	 11 月 25 日	 （芦田組）明浄寺　　　　    高橋了融	 　苅屋光影
10神　石	 1 月 20 日	 （神石組）光福寺　　　　    佐藤秀圓	 　苅屋光影
11三　谿	 7 月 26 日	 ( 三谿組 ) 明覺寺	　　　　    坂原英見	
12 比　婆	 12 月 25 日	 （比婆組）西楽寺　 　　　   坂原英見	 　毛利慶典
13三　次	 8 月 31 日	 三次まちづくりセンター　  栗原尚道　　 　毛利慶典
14御調東	 3 月 24 日	 グリーンヒルホテル尾道	　 小武正教	 　苅屋光影
15御調西	 9 月 28 日	 （御調西組）浄念寺 　　  　 佐藤秀圓	 　季平芳照
16世　羅	 10 月 3日	 （世羅組）真行寺　 　　　   栗原尚道	 　佐々木至成

実践運動
僧侶研修会
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研
修
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
僧
侶
ら

へ
の
啓
蒙
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
研
修
と
取
り
組
み
の

あ
り
方
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い

る
。
今
回
の
研
修
会
は
、
教
区
全
体
で

必
修
と
し
て
取
り
組
ん
だ
が
、
同
朋
精

神
を
教
区
全
体
で
共
有
、
継
承
し
て
い

く
た
め
に
も
、
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
研

修
会
を
教
区
全
体
で
企
画
し
、
実
践
し

て
い
く
よ
う
推
進
を
願
う
と
か
、
僧

侶
（
住
職
）
寺
族
の
個
人
情
報
に
対
す

る
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
た
い
、
な
ど

前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
よ
う

だ
。
さ
ら
に
、
今
回
の
研
修
会
が
講
義

形
式
だ
っ
た
の
で
、
話
し
合
い
形
式
の

方
が
学
び
が
深
ま
る
よ
う
だ
、
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
研
修
の
持
ち
方
に
も
検

討
の
必
要
性
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
信
心
と
社
会
を
分
離
し
て
し

ま
っ
て
い
る
現
実
を
僧
侶
だ
け
で
な
く

門
信
徒
を
含
め
た
実
践
運
動
を
実
施
し

て
差
別
、
被
差
別
か
ら
の
解
放
を
め
ざ

す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　

寺
院
活
動
上
で
の「
ご
縁
づ
く
り
」

の
立
場
と
個
人
情
報
保
護
の
立
場
を

ど
う
両
立
さ
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑

問
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、「
法
定
後
見
人
」
よ
り

の
問
い
合
わ
せ
の
対
応
な
ど
、
行
政

面
か
ら
の
学
び
の
必
要
性
も
出
さ
れ

た
。

　

門
徒
か
ら
お
尋
ね
、
ま
た
門
徒
以

外
か
ら
の
お
尋
ね
を
ど
の
よ
う
に
確

認
し
て
、
開
か
れ
た
お
寺
と
し
て
対

応
し
て
い
く
の
か
、
検
討
の
必
要
性

が
出
さ
れ
、
同
時
に
教
区
や
本
山
と

し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
確
化
し

て
い
く
必
要
性
が
提
案
さ
れ
た
よ
う

だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
悪
質
な
身
元
調
査
へ

の
対
応
や
差
別
を
許
さ
な
い
体
制
づ

く
り
と
い
っ
た
も
の
に
言
及
し
て
い

た
よ
う
だ
。

教
区
の
原
状

　

日
常
の
学
び
の
大
切
と
同
時
に
、
同

じ
事
例
が
あ
っ
た
場
合
、
同
じ
過
ち
を

犯
し
そ
う
だ
、
と
い
う
反
省
点
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
過
去
帳
（
並
び
に

そ
れ
に
準
ず
る
帳
簿
）
に
含
ま
れ
る
内

容
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
な
も
の
か
と
い
う

認
識
が
住
職
、寺
族
に
不
足
し
て
い
る
、

現
状
も
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
過
去
帳
に
類
す
る
帳
簿
」

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
の

か
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
「
年
回
帳
」
や
「
寄
付
札
」、
さ
ら
に

配
布
物
に
関
わ
る
門
徒
の
住
所
録
の
扱

い
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
寺
院
管
理
ソ
フ

ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
寺
院
特
有
の
個
人
情
報
取
り
扱
い
を

め
ぐ
る
事
例
な
ど
も
出
さ
れ
た
が
、
特

別
な
管
理
対
応
に
至
っ
て
な
い
現
状
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
寺
院
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
「
問
い
合
わ
せ
」
が
あ
っ

た
か
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙

げ
る
と
、
身
元
調
査
に
関
わ
る
「
ル
ー

ツ
作
り
」
や
「
家
系
図
作
り
」
に
関
わ

る
も
の
、「
知
人
」
と
名
乗
り
、
お
墓

の
調
査
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
出

さ
れ
、
身
元
調
査
が
巧
妙
に
な
っ
て
い

る
、
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

講
師
陣
か
ら
の
報
告
に
は
、
テ
キ
ス

ト
に
あ
る
「
差
別
が
あ
る
か
見
抜
く

眼
」
に
関
わ
っ
て
実
際
に
寺
院
に
あ
っ

た
問
い
合
わ
せ
の
事
例
が
出
さ
れ
良
し

悪
し
、
適
不
適
の
判
断
に
困
っ
た
体
験

の
報
告
も
な
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
先
代
住
職
の
時
代
に
結
婚
に

ま
つ
わ
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

「
身
元
調
査
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を

見
せ
て
理
解
し
て
も
ら
っ
た
り
、
日
ご

ろ
か
ら
身
元
調
査
と
差
別
の
実
態
を
学

び
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
即
答
し

な
い
こ
と
な
ど
の
身
元
調
査
に
対
応
し

て
工
夫
を
し
て
い
る
と
い
う
事
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。

寺
院
活
動
上
で
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
？

「
身
元
調
査
」
や
「
個
人
情
報
」
の

　
　
　
　
　
　
　

取
り
扱
い
な
ど
の
言
及

課
題
と
今
後

     

～ 
差
別
の
現
状
に
研
修
を 

～
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【
和
里
子
と
京
都
女
子
学
園
の
略
歴
】

　

慶
応
４
年
(1868)
６
月
３
日
、
足
利
義
山

勧か
ん
が
く学

の
五
女
と
し
て
勝
願
寺
に
生
ま
れ

る
。
本
名
・
和わ

り里
。
後
に
結
婚
し
甲
斐

姓
と
な
る
。
父
母
よ
り
兄
弟
同
様
に
男

女
同
等
の
慈
育
、
徳
風
を
享
け
て
育
つ
。

　

明
治
19
年
(1886)
、
父
の
世
話
を
か
ね
て
広

島
の
開
成
舎
に
入
学
し
、
23
年
(1890)
か
ら
は

京
都
の
オ
リ
エ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
学
ん
だ
。

　

26
年
(1893)
、
同
志
社
女
学
校
専
科
に
入
学
。

30
年
(1897)

か
ら
神
戸
の
親
和
女
学
校
、
滋

賀
の
大
津
高
等
女
学
校
の
教
員
を
経
て
、

32
年
(1899)
に
松
田
甚
左
衛
門
（
篤
信
の
実
業

家
で
顕
道
書
院
経
営
）
の
協
力
を
え
て
、

「
顕け

ん
ど
う道

女
学
院
」
を
創
立
。
だ
が
、
同
じ

頃
に
宗
教
教
育
禁
止
す
る
文
部
省
訓
令

が
出
さ
れ
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
間
も

な
く
廃
校
に
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

　
「
そ
れ
で
は
生
徒
が
可
哀
相
だ
」
と

夫
妻
で
引
き
受
け
て
、
翌
年
(1900)

に
私
塾

「
文ぶ

ん
ち
ゅ
う
え
ん

中
園
（
文
中
女
学
校
）」
を
開
設
。

　

文
中
は
漢
学
者
で
あ
り
南
宋
画
家
の

夫
・
甲か

い

こ

斐
虎
山ざ

ん

が
名
付
け
た
も
の
で
「
真

の
文
（
外
見
や
飾
り
）
は
腹
の
中
に
あ
る
」

の
意
味
。
浄
土
真
宗
の
教
え
を
腹
中
に
、

人
間
の
驕
り
を
捨
て
、
互
い
の
命
と
心
を

大
切
に
す
る
人
間
教
育
を
理
想
と
し
た
。

　

校
長
は
虎
山
が
務
め
、
本
願
寺
か
ら
月

額
５
円
の
賛
助
を
受
け
る
も
学
校
経
営

は
楽
で
は
な
く
、
和
里
子
は
近
所
の
男

子
学
生
の
洗
濯
を
引
き
受
け
た
り
、
夜
々

編
物
の
内
職
を
し
、
夫
は
白
扇
に
絵
を

描
い
て
売
り
血
路
を
辿
っ
て
経
営
し
た
。

　

夫
妻
の
理
念
に
共
感
し
た
先
生
は
殆

ん
ど
無
報
酬
で
教
壇
に
立
っ
た
と
い
い
、

円
明
院
（
九
條
武
子
生
母
）
が
陰
な
が
ら

援
助
さ
れ
、窮
地
を
脱
す
る
事
も
あ
っ
た
。

　

43
年
(1910)
、
堀
川
に
あ
っ
た
京
都
高
等
女

学
校
や
裁
縫
女
学
校
と
合
併
話
が
で
て
、

こ
の
校
長
が
「
併
合
の
条
件
は
な
い
が
校

名
さ
え
残
し
て
く
れ
た
ら
一
切
を
譲
る
」

と
い
う
話
で
あ
っ
た
た
め
、
文
中
女
学
校

を
統
合
し
「
京
都
高
等
女
学
校
」
と
改
名
。

　

44
年
(1911)
に
は
学
校
経
営
権
を
仏
婦
連
合

本
部
に
委
譲
し
、
大
谷
籌か

ず

子こ

や
九
條
武

子
を
支
え
な
が
ら
教
育
に
携
わ
っ
た
。

　

大
正
２
年
(1913)
、
東
山
阿
弥
陀
ヶ
峰
（
鳥
辺

野
）
の
麓
に
移
転
。
４
年
(1915)
、
朝あ

さ
く
ら
ぎ
ょ
う
ず
い

倉
暁
瑞

校
長
と
共
に
布ハ

ワ
イ哇
・
米ア

メ
リ
カ国
へ
教
育
事
情
視

察
に
出
る
。
之
は
仏
教
女
子
大
学
創
設

と
い
う
目
的
が
あ
っ
て
の
事
だ
っ
た
が
、

当
時
の
事
情
で
は
時
期
尚
早
と
断
念
。

　

６
年
(1917)
に
は
京
都
幼
稚
園
を
開
園
し
、

８
年
(1919)
に
待
望
の
礼
拝
講
堂
も
出
来
た
。

　

９
年
(1920)
に
「
京
都
女
子
専
門
学
校
」
を

新
設
し
、
高
等
女
学
校
、
裁
縫
女
学
校
と

あ
わ
せ
て
「
東
山
学
園
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

　

各
校
は
連
携
し
、
高
い
教
養
の
教
授
だ

け
で
な
く
仏
教
主
義
に
基
づ
く
心
の
教
育

が
次
第
に
世
間
に
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
大
谷
尊
由
が
学
校
維
持
財
団
総

裁
に
就
任
さ
れ
、
和
里
子
も
い
よ
い
よ

女
専
の
新
学
科
等
に
向
け
て
連
日
多
忙
。

　

13
年
(1920)
、
貞て

い
め
い明

皇こ
う
ご
う后

（
大
正
天
皇
夫
人
・

籌か
ず
こ子

の
妹
）
が
学
園
行
啓
さ
れ
、
和
里
子

は
そ
の
前
で
台
覧
授
業
を
行
う
。
皇
后
よ

り
「
心
の
学
園
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
賜
っ
た
和
里
子
は
、

こ
の
日
の
名
誉
と
感
激
を
胸
に
心
ひ
そ
か

に
引
退
の
決
意
を
固
め
、
間
も
な
く
退
職
。

別
れ
を
惜
し
む
人
々
で
講
堂
は
満
ち
溢
れ
、

引
き
際
の
潔
さ
は
長
く
語
り
草
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
虎
山
と
共
に
京
都
や
別
府

に
滞
在
し
て
悠
々
自
適
に
過
ご
す
が
、
常

に
法
味
あ
ふ
れ
、『
草
か
ご
』
の
著
述
を

は
じ
め
、
瑞
義
・
浄
円
た
ち
の
真
宗
学

研
究
所
、
自
照
舎
、
角
坊
、
生
野
島
な

ど
の
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。

　

35
年
(1960)
、
京
都
女
子
学
園
創
立
50
周
年

記
念
式
典
に
は
93
才
の
高
齢
に
て
列
席
。

　

既
に
一
万
に
及
ぶ
女
子
生
徒
が
東
山

山
麓
に
溢
れ
る
ほ
ど
に
成
長
発
展
し
た

学
園
を
見
届
け
、
37
年
11
月
27
日
、
95
歳

を
一
期
と
し
て
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
た
。

其の 12

　

鴨
川
組 
勝
願
寺 

甲か

い

わ

り

こ

斐
和
里
子

　

明
治
の
教
育
界
は
激
動
の
時
代
で

あ
っ
た
。
米
国
で
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼

を
受
け
宣
教
師
で
も
あ
っ
た
新
島
襄
は

仏
教
各
宗
派
の
本
山
が
並
ぶ
京
都
に
お

い
て
同
志
社
女
学
校
・
英
学
校
を
設
立
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
中
心
と
し
て
女
子

教
育
の
重
要
性
を
説
き
、
政
財
界
か
ら

も
多
く
の
賛
同
者
や
協
力
者
が
あ
ら
わ

れ
各
地
で
反
響
を
よ
ん
だ
。
そ
の
と
き

　

足
利
義
山
の
娘
・
甲
斐
和
里
子

　

は
京
都
に
仏
教
主
義
の
女
学
校

　

が
一
つ
も
な
い
こ
と
は
申
し
訳

　

な
い
と
考
え
、
顕
道
女
学
校
、

　

文
中
園(

京
都
女
子
大
学
の
前
身)

　

を
創
設
し
た
。
篤
信
の
念
仏
者

　

で
あ
り
、
努
力
と
忍
耐
と
ユ
ー

　

モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
人
生
を
歩
ま

　

れ
た
女
史
の
生
涯
を
振
り
返
っ

　

て
紹
介
し
て
み
た
い (

敬
称
略
）

　
　     （
文
責
＝
教
区
報
専
門
委
）

仏
教
主
義
に
も
と
づ
く
女
子
教
育
を
実
践
し
、「
京
都
女
子
大
学
」
を
創
設
し
た
。



 2014( 平成 26）年 5 月 1 日　　　　(5)

【
大
谷
籌
子
と
九
條
武
子
】

　

和
里
子
以
外
に
も
学
園
の
創
設
期
を

支
え
た
女
性
に
大
谷
籌
子
と
九
条
武
子

の
二
人
の
名
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

明
治
37
年
(1904)
に
お
こ
っ
た
日
露
戦
争
の

際
、新
宗
主
と
な
っ
た
大
谷
光
瑞
（
鏡
如
）

は
一
山
を
あ
げ
た
非
常
時
体
制
に
移
り

「
出
征
軍
後
援
臨
時
部
」
を
組
織
。
宗
派

で
恤
兵
資
金
の
募
集
、
傷
病
兵
の
慰
問
、

従
軍
布
教
使
の
戦
地
派
遣
な
ど
進
め
ら

れ
た
。
そ
の
一
方
で
光
瑞
夫
人
・
籌
子

に
「
そ
な
た
は
全
国
を
遊
説
し
て
婦
人
団

体
を
結
成
し
、報
国
の
ま
こ
と
を
尽
く
せ
」

と
号
令
、
御
裏
方
自
ら
全
国
津
々
浦
々
を

巡
回
し
仏
教
婦
人
会
の
奮
起
を
促
し
た
。

　

又
、自
ら
の
妹(

後
の
九
條
武
子)

に「
そ

ち
は
私
の
秘
書
を
か
ね
て
仏
教
婦
人
会
の

全
国
的
連
絡
に
あ
た
る
た
め
、
仏
教
婦
人

会
の
本
部
長
を
や
れ
」
と
命
じ
ら
れ
、
当

時
18
才
の
彼
女
も
任
務
に
挺
身
し
た
。

　

こ
う
し
て
２
年
を
経
て
戦
勝
の
講
和
が

結
ば
れ
た
際
、
本
山
は
優
渥
な
勅
語
を

賜
っ
た
。
そ
の
後
に
も
39
年
(1906)
７
月
か
ら

御
裏
方
を
伴
っ
て
北
海
道
・
樺
太
を
巡
化
。

　

戦
後
の
教
線
拡
長
の
必
要
性
を
痛
感
さ

れ
、
９
月
に
は
清
国
視
察
に
出
発
。
こ
の

と
き
学
校
経
営
に
苦
労
中
の
和
里
子
が
、

光
瑞
夫
妻
の
旅
行
に
伴
う
形
で
三
ヶ
月
間
も

随
行
し
て
い
る
（
随
行
長
・
大
谷
尊
由
）。

　

こ
れ
は
同
年
春
に
足
利
瑞
義
が
林
嶺
信

（
文
中
園
教
授
で
和
里
子
の
同
僚
）
を
連

れ
て
布
哇
・
米
国
に
渡
っ
て
い
る
の
と
同

様
、
光
瑞
が
学
校
発
展
の
た
め
に
見
聞
を

広
め
さ
せ
、
御
裏
方
と
学
園
の
縁
を
取
り

持
た
せ
る
狙
い
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

や
が
て
学
校
経
営
が
仏
教
婦
人
会
に

移
譲
さ
れ
、
欧
州
の
教
育
事
情
を
視
察

し
て
女
子
高
等
教
育
の
必
要
性
を
痛
感

さ
れ
た
籌
子
は
精
力
的
に
活
動
を
始
め

ら
れ
る
が
、
間
も
な
く
病
で
急
逝
。

　

そ
の
遺
志
を
継
い
だ
武
子
を
中
心
に

仏
婦
連
合
は
45
年
(1912)
に
「
女
子
大
学
設
立

趣
意
書
」
を
発
表
。
キ
リ
ス
ト
教
が
東
都

に
日
本
女
子
大
学
、
西
都
に
同
志
社
を

設
立
さ
れ
る
状
況
下
で
、
武
子
は
仏
婦

総
裁
代
理
と
し
て
宗
門
立
女
子
大
学
の

設
立
協
力
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
応
え

て
各
地
か
ら
設
立
資
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

大
正
９
年
に
移
築
さ
れ
た
「
錦
華
殿
」

は
元
々
は
光
瑞
・
籌
子
夫
妻
の
婚
儀
に

伴
っ
て
本
願
寺
百
華
苑
に
建
て
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
籌
子
・
武
子
が
女
子
大
学

設
立
構
想
を
膨
ら
ま
せ
動
か
れ
た
「
京

都
女
子
学
園
建
学
の
精
神
」
と
縁
が
深

い
象
徴
的
建
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

英
語
塾
に
は
多
く
の
仏
教
者
も
集
ま
っ
た
。

　

や
が
て
22
年
(1889)
に
来
日
し
た
オ
ル
コ
ッ
ト

は
日
本
仏
教
各
宗
派
の
管
長
が
一
堂
に

会
す
る
「
管
長
会
議
」
を
日
本
史
上
初

め
て
実
現
し
、
全
国
各
地
で
破
邪
顕
正

の
演
説
を
行
い
、
彼
の
赴
く
と
こ
ろ
輸

入
さ
れ
た
ば
か
り
の
仏
旗
と
日
の
丸
が

無
数
に
翻
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
和
里
子
周
辺
の
人
々
・
高
楠

順
次
郎
ら
も
仏
教
復
興
に
活
躍
し
て
お
り

『
反
省
会
』
の
全
国
各
地
の
会
員
は
オ
ル

コ
ッ
ト
の
全
国
行
脚
の
受
け
皿
と
な
っ
て

応
援
し
『
反
省
会
雑
誌
』（
当
時
の
編
集
長

は
兄
・
日
野
義
淵
で
編
集
作
業
は
錦
華
殿

で
行
わ
れ
た
と
い
う
）
も
大
い
に
之
を
助

け
て
紹
介
し
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
達
も

『
国
民
の
友
』
誌
上
に
オ
ル
コ
ッ
ト
中
傷
記

事
を
投
稿
し
始
め
る
程
で
あ
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
当
時
の
仏
教

復
興
運
動
は
キ
リ
ス
ト
教
対
抗
と
国
粋
主

義
が
一
緒
に
な
っ
て
、
あ
る
意
味
異
様
な

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

但
し
和
里
子
は
単
な
る
排
耶
論
者
で

は
な
く
、
む
し
ろ
同
志
社
の
先
生
に
仏

教
の
慈
悲
に
通
じ
る
姿
を
感
じ
た
人
で

も
あ
っ
た
事
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

【
当
時
の
排
耶
論
と
仏
教
復
興
運
動
】

　

と
こ
ろ
で
当
時
、
キ
リ
ス
ト
教
や
西

洋
崇
拝
主
義
の
増
加
、
廃
仏
毀
釈
の
影
響

も
相
ま
っ
て
、衰
退
・
押
さ
れ
ぎ
み
で
あ
っ

た
仏
教
は
や
が
て
反
撃
に
転
じ
た
。

　

真
宗
関
係
で
も
井
上
円
了
（
大
谷
派
）

が
哲
学
館
（
現
・
東
洋
大
学
）
を
興
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
を
哲
学
や
進
化
論
の
立
場
で

批
判
し
た
書
を
出
版
し
た
事
を
契
機
に
、

各
地
で
排は

い

耶や

論ろ
ん(

耶ヤ

ソ蘇
＝
基キ

リ
ス
ト督
の
排
除
論)

者
を
生
み
出
し
、
彼
ら
は
破は

邪じ
ゃ

顕け
ん
し
ょ
う
正
を

謳
っ
て
仏
教
復
興
運
動
を
呼
び
か
け
た
。

　

和
里
子
が
通
う
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
ー
ル

も
同
志
社
英
学
校
に
対
抗
し
て
18
年
(1885)
に

出
来
た
英
語
塾
で
、
そ
の
設
立
者
の
平
井

金き
ん

三ざ

は
熱
心
な
排
耶
論
者
で
も
あ
っ
た
。

　

平
井
は
オ
ル
コ
ッ
ト(

白
い
仏
教
徒
と

呼
ば
れ
仏
旗
を
考
案
し
た)

を
招
い
て
、

日
本
仏
教
の
復
興
を
図
っ
た
一
人
で
彼
の

文
中
園
経
営
は
並
み
な
ら
ぬ
困
難
の
連
続
で
、
こ
の
歌
は

そ
の
時
の
苦
労
を
偲
ん
で
和
里
子
が
詠
わ
れ
た
歌
と
い
う
。　

◀ 

籌
子(

上)

と
武
子(

下)

の
短
冊　
（
勝
願
寺
蔵
）　

▲大正 10 年頃の京都女子学園。右は錦華殿
　大谷家や本願寺の支援で
　学園は急成長していく

 

岩い
わ

も
あ
り  

木こ

の
根ね

も
あ
れ
ど  

さ
ら
さ
ら
と

　
　
　
　
　
　
た
だ
さ
ら
さ
ら
と 

水
の
流
る
る
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【
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
で
】

　

同
志
社
入
学
に
つ
い
て
、
当
時
の
状

況
を
『
落
葉
か
ご
』
か
ら
紹
介
す
る
。

 

私
（
和
里
子
）
が
同
志
社
女
学
校
に
入

 

っ
た
と
き
校
長
松
浦
先
生
に
面
会
し
、

 「
私
は
僧
侶
の
子
で
仏
教
信
者
ゆ
え
ク
リ

 

ス
チ
ャ
ン
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
す
が
、
そ 

 

れ
で
も
よ
け
れ
ば
入
学
さ
せ
て
下
さ
い
」

 

と
願
う
た
ら
、
奥
へ
入
っ
て
１
時
間
ほ
ど

 

し
て
帰
っ
て
き
て
「
こ
ち
ら
は
構
わ
ぬ
が
、

 

あ
ん
た
が
居
ず
ら
く
は
な
か
ろ
う
か
」
と

 

申
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
来
週
入
学
と
定
め 

 

其
の
準
備
を
し
て
居
る
と
こ
ろ
に
「
お
父
っ

 

つ
あ
ん
は
お
家う

ち

か
」
と
タ
ダ
な
ら
ぬ
様
子

 

で
前ま

え

田だ

慧え

雲う
ん

博
士
が
お
こ
し
に
な
っ
た
。

 

隣
室
で
お
茶

ち
ゃ
こ
し
ら拵

え
を
し
て
い
た
ら
「
お
和 

 

里
さ
ん
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

 

話
題
は
ど
う
や
ら
私
の
事
ら
し
い
。
近
寄
っ

 

て
聞
け
ば
「
嶋し

ま

地じ(

黙
雷)

の
子
息
雷ら

い

夢む

 

と
い
う
の
が
受
洗
し
て
問
題
を
起
こ
し
て

 

い
る
の
に
、
又
、
足
利
の
娘
が
さ
う
な
っ
て

 

は
困
る
。
忠
告
せ
よ
と
言
わ
れ
て
来
た
。

 

感
受
性
を
多
分
に
持
っ
た
女
の
子
は
尚
更

 

ゆ
え
断
然
お
許
し
に
な
ら
ぬ
ほ
う
が
よ
い
。」 

 「
ヘ
ェ
ー
黙も

く
ら
い雷

さ
ん
の
新し

ん

発ぽ

ち意
が
耶ヤ

ソ蘇
に

 

な
り
ま
し
た
か
い
ナ
、
そ
り
ゃ
黙
雷
さ
ん
も

 

辛
か
ろ
う
。
然し

か

し
そ
り
ゃ
あ
仏
教
と
い
う
も

 

の
が
本
当
に
聞
こ
え
て
居
ら
ぬ
か
ら
じ
ゃ
、

 

之
を
機
会
に
ト
ッ
ク
リ
と
聞
か
せ
て
や
ら

 

れ
た
ら
血
筋
も
血
筋
な
り
。
ま
た
、
高
等

 

学
校
へ
入
れ
る
程
の
智
慧
あ
る
子
じ
ゃ
か

 

ら
、
や
が
て
夢
が
さ
め
て
本
当
の
仏
教
徒
に

 

に
な
り
ま
す
わ
い
ナ
」
と
言
う
て
、
父
は

 
御
念
仏
を
称
え
始
め
た
。
帰
ら
れ
た
後
に

 「
前
田
さ
ん
は
親
切
な
人
じ
ゃ
」
と
言
う
た

 
の
み
で
他
に
は
何
一
言
も
言
わ
ず
終じ

ま

い
で

 

あ
っ
た
。
私
も
「
隣
室
で
聞
き
ま
し
た
が
」

 

と
も
何
と
も
言
わ
ず
終じ

ま

い
で
あ
っ
た
。

 

遂
に
予
定
通
り
入
学
し
て
以
来
、
デ
ビ
ス

 

牧
師
は
日
本
語
で
熱
心
に
教
誨
し
て
下
さ

 

る
し
、
多
く
の
先
生
方
も
分
け
隔
て
な
く

 

親
切
に
指
導
し
て
下
さ
る
し
、
殊
に
米
国

 

の
一
宣
教
師
さ
ん
は
「
此
の
グ
ッ
ド
ガ
ー
ル

 

が
（
あ
ま
り
グ
ッ
ド
ガ
ー
ル
で
も
な
か
っ
た 

 

が
）
信
者
に
な
ら
ぬ
筈
は
な
い
」
と
言
う

 

て
機
会
を
見
つ
け
て
は
勧
め
て
下
さ
る
。

 

そ
の
度
毎
に
「
私
が
も
っ
と
英
語
が
上
手

 

な
ら
仏
教
の
尊
さ
を
ア
べ
コ
ベ
に
聞
か
し

 

て
あ
げ
る
の
に
な
ア
」 

と
思
い
思
い
し
た
。

 

と
ど
の
つ
ま
り
「
私
の
父
が
仏
教
信
者
ゆ

 

え
」
と
簡
潔
に
答
え
た
の
が
私
の
粗
相
で

 

あ
っ
た
。「
そ
ん
な
ら
お
父
さ
ん
か
ら
先
ず

 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
し
て
あ
げ
る
」
と
言
う
て

 

通
訳
同
伴
で
や
っ
て
来
て
懇
々
と
説
教
せ

 

ら
れ
る
。
父
は
小
じ
ん
ま
り
と
畏

か
し
こ

ま
っ
て 

 「
ヘ
ェ
ー
、
さそ

う
で
ご
ざ
り
ま
す
か
い
ナ
」

 

を
繰
り
返
す
の
み
で
あ
る
。
私
は
ま
た

 

双
方
に
対
し
、「
相
す
ま
ぬ
こ
と
を
し
た
」

 

と
心
で
お
詫
び
す
る
の
み
で
あ
る
。
後
で

 

父
も
「
熱
心
な
も
の
じ
ゃ
な
ア
」
と
感
心

 

す
る
ほ
ど
で
あ
る
し
、
又
一
般
信
者
達
の

 

日
常
生
活
の
美
点
を
見
聞
す
る
に
つ
け
て

 

も
、
な
ほ
又
「
始
め
は
た
だ
勉
学
の
為
に

 

の
み
入
学
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
つ
と
な

 

く
信
者
に
な
っ
て
洗
礼
を
う
け
た
。」
と

 

学
友
達
か
ら
聞
か
さ
れ
る
に
つ
け
て
も
、

 「
私
も
仏
教
が
聞
こ
え
て
い
て
下
さ
ら
な

 

か
っ
た
ら
、
も
う
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て 

 

い
る
か
も
知
れ
ん
」
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で

 

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
月
日
の
間
に
も
折
々

 

思
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
雷
夢
さ
ん
の

 

事
で
あ
っ
た
が
十
数
年
の
後
、
島
地
大
等

 

さ
ん
か
ら
「
大
学
卒
業
頃
は
も
う
立
派
な

 
仏
教
信
者
で
人
も
羨
む
信
仰
ぶ
り
で
あ
っ 

 
た
」
と
聞
か
さ
れ
て
、
父
義
山
の
予
言
を

 

思
い
出
し
つ
つ
嬉
し
さ
に
た
え
な
か
っ
た
。

【
念
仏
に
生
か
さ
れ
て
】　

　
そ
も
そ
も
若
い
頃
か
ら
病
気
が
ち
で

「
養
子
に
来
る
で
な
か
っ
た
」
と
悔
い
る

事
も
あ
っ
た
義
山
が
60
才
す
ぎ
で
安
芸

や
京
都
の
教
校
に
勤
め
た
際
「
生
徒
と

同
じ
食
べ
物
で
堅
い
の
に
困
る
」
と
漏

ら
し
た
事
を
聞
き
、
和
里
子
は
父
の
飯

炊
き
や
世
話
を
か
ね
て
同
行
し
た
。

　
結
果
、
和
里
子
は
長
い
間
を
義
山
の

膝
下
で
過
ご
し
て
お
り
、
父
に
伴
っ
て

各
地
で
の
会
読
、
法
座
な
ど
に
も
多
く

出
て
聴
聞
し
た
。
そ
れ
ら
を
理
由
に
、

 「
あ
ん
た
の
信
仰
ぶ
り
を
解
り
や
す
う
書 

 

い
て
送
っ
て
く
れ
。
と
、
八
円
の
切
手
を

 

入
れ
た
手
紙
が
折
々
私
に
来
る
よ
う
に

 

な
っ
た
。
父
に
は
始
終
こ
う
い
う
手
紙
が

 

来
た
。
父
は
た
だ
ち
に
返
事
し
て
い
た
。

 

晩
年
に
は
私
や
姪
が
代
筆
し
た
」（
中
略
）

し
か
し
「
父
と
は
甚
だ
以
て
異
な
っ
た

る
私
風
情
が
、
此
の
一
大
事
を
軽
々
し

く
お
答
え
す
る
の
は
恐
ろ
し
う
て
な
ら

ぬ
の
で
」『
義
山
法
語
』
の
文
を
書
き
写

し
て
返
事
し
て
い
た
そ
う
だ
。『
草
か
ご
』

等
の
著
述
に
は
、
様
々
な
相
談
に
対
し
て

　 　

和
里
子
夫
妻
は
大
谷
光
瑞
の
臨
終
を
看
取
ら
れ
た

◀
大
分
県
鉄
輪
「
遷
化
之
地
」
題
字
は
虎
山
に
よ
る

　（著　述）　  甲斐和里子
　（題字・画）甲斐　虎山
　▼『草かご その２』 

※
但
し
雷
夢
師
の
洗
礼
時
期
は
和
里
子
の
話
と

　

時
期
相
違
も
見
受
け
ら
れ
る
。
注
意
が
必
要

釈
尊
と
阿
難
の
ご
と
く 

長
年 

義
山
の
世
話
を
さ
れ
、
そ
の
言
行
や
遺
徳
を
語
ら
れ
た
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義
山
の
逸
話
や
交
流
の
あ
っ
た
仏
教
者
の

話
、
自
身
の
味
わ
い
な
ど
を
折
に
触
れ
て
紹

介
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
記
し
た
い
。

「〝
周
囲
の
人
に
迷
惑
も
か
か
ら
ず
、
御
法
義

 

に
も
傷
が
つ
か
ぬ
こ
と
な
ら
、
私
は
自
殺  

 

し
た
い
。〟
身
の
上
相
談
を
し
た
後
で
大
抵 

 

の
人
が
言
い
添
え
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

 

こ
の
世
を
無
事
な
も
の
、
平
穏
な
も
の
と 

 

か
ね
て
思
う
て
お
る
か
ら
、
た
ま
た
ま
苦
し

 

い
こ
と
に
出
会
う
と
、
自
分
だ
け
か
と
思
い

 

僻
ん
で
、
そ
ん
な
ス
ネ
言
葉
を
吐
か
れ
る
の 

 

で
あ
る
が
、
苦
し
い
事
や
悲
し
い
事
は
誰
に

 

で
も
あ
る
。
珍
し
い
こ
と
は
一
つ
も
な
い
。

 

耐
え
難
い
苦
し
み
、
忍
び
難
い
悲
し
み
の

 

一
つ
ず
つ
が
人
間
学
校
の
進
級
試
験
で
あ
る
」

　

あ
る
い
は
「
仏
教
に
育
て
ら
れ
て
い
る

私
達
は
絶
望
の
淵
に
到
達
せ
ぬ
う
ち
ク
ル

リ
と
身
を
か
わ
し
、
立
直
り
這
い
上
が
る

方
法
も
知
っ
て
い
る
筈
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
激
励
を
し
、「
あ
な
た
が
一
番
よ
い
と
お

思
い
に
な
る
仕
事
に
一
日
も
早
く
着
手
」

す
る
の
が
よ
い
。
と
、
傷
心
の
相
談
者
に

対
し
て
、
信
念
と
慈
悲
を
も
っ
て
丁
寧
に

答
え
る
和
里
子
で
あ
る
が
、
彼
女
自
身
も

必
ず
し
も
家
庭
円
満
で
は
な
か
っ
た
。

　

夫
妻
に
は
子
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

姉
の
子
と
養
子
縁
組
し
て
い
た
が
、
画
家

創
作
活
動
の
た
め
大
分
に
別
居
生
活
中
の

虎
山
に
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
継
子
を
育
て

る
な
ど
の
苦
渋
も
あ
っ
た
。

（
主
な
参
考
書
籍
）　
『
甲
斐
和
里
子
の
生
涯
』、『
一
枝
群
茎
』、『
義
山
法
語
』、『
草
か
ご
』、『
落
葉
籠
』、『
京
都
女
子
学
園
八
十
年
史
』
な
ど

「
そ
れ
で
も
81
に
な
る
ま
で
は
随
分
辛
い 

 

目
に
会
う
た
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。
其そ

の
せ
つ節 

 

詠
ん
だ
拙つ

た
な

い
歌
が
ご
ざ
い
ま
す
。

   

泣
き
な
が
ら
御
戸
を
開
け
ば
御
仏
は

   

た
だ
う
ち
笑
み
て
わ
れ
を
見
そ
な
は
す

 （「
オ
オ
、
エ
ラ
イ
こ
と
が
出
来
た
の
ぅ
、 

 

可
哀
相
に
辛
か
ろ
う
が
、
わ
し
が
始
終 

 
い
う
通
り
娑
婆
（
堪
忍
土
）
じ
ゃ
か
ら 

 
の
ぅ
」
と
仰
ら
れ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
、

 

ヂ
ッ
と
念
仏
し
て
い
る
う
ち
に
悪
寒
を

 

覚
え
る
程
の
苦
し
さ
も
朝
日
に
照
ら
さ

 

れ
る
氷
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
溶
け
て
い

 

き
、
い
つ
と
な
く
心
も
な
ご
や
か
に
な

 

り
、
今
更
な
が
ら
お
慈
悲
が
有
難
い
）

　
御
仏
の
御
厨
子
の
う
ち
ぞ
人
し
れ
ぬ

　
わ
が
悲
し
さ
の
捨
て
ど
こ
ろ
な
る

 （
耐
え
ら
れ
ぬ
時
は
御
戸
を
ひ
ら
き
、

  

告
げ
口
が
わ
り
に
念
仏
し
て
い
ま
す
）」

　

和
里
子
は
胎
児
の
頃
か
ら
念
仏
の
中

で
育
ち
、
生
涯
の
艱
難
辛
苦
の
た
び
に
、

念
仏
で
蘇
生
し
、
活
力
を
得
て
、
念
仏
に

生
か
さ
れ
て
き
た
。
右
の
二
首
も
和
里

子
が
念
仏
に
救
わ
れ
た
日
の
名
歌
と
し

て
詠
み
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
和
里
子
夫
妻
の
晩
年
】

　

晩
年
は
虎
山
の
米べ

い
じ
ゅ寿

が
飛
雲
閣
で
祝

わ
れ
た
り
、
夫
婦
あ
わ
せ
京
都
市
最
高

年
齢
で
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
り
し
た
。

　

虎
山
は
最
後
の
療
養
生
活
で
「
あ
あ
、

わ
し
は
和
上(

義
山)

の
お
か
げ
で
何
の

修
業
も
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
往
生
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
で
あ
る
」
と
語
り
、
和
里
子
も

「
私
も
父
の
側
に
永
く
お
い
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
い
つ
も
有
難
い
と
思
う
て
お
り

ま
す
が
、
私
の
よ
う
な
浅
間
し
い
も
の
が

何
ひ
と
つ
修
業
も
せ
ず
親
里
へ
か
え
る
よ

う
に
御
浄
土
と
い
う
親
里
に
帰
ら
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
此
の
御
教
え
は
、
父
が

発
明
し
た
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
ぞ
」
と

泣
き
泣
き
答
え
る
と
、「
そ
の
御
教
義
を

安
く
解
き
ほ
ぐ
し
て
、
わ
し
を
一い
っ
ぺ
ん遍
で
御

浄
土
人
に
し
て
し
ま
わ
れ
た
の
は
和
上
さ

ん
じ
ゃ
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
初
め
て
和

上
に
面
会
し
た
時
マ
ァ
学
者
気
分
は
捨
て

て
し
も
う
て
、
イ
ロ
ハ
も
知
ら
ぬ
愚
夫
愚

婦
に
成
り
さ
が
っ
て
し
ま
い
な
さ
い
や
、

そ
う
す
る
と
夜
が
あ
け
て
来
ま
す
ぞ
、
と

柔
和
な
あ
の
一
喝
が
わ
し
を
今
日
あ
ら
し

め
た
の
で
あ
る
」
と
、
義
山
を
偲
び
つ
つ

念
仏
せ
ら
れ
る
日
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
36
年
(1961)
９
月
25
日
、
虎
山
は
筆
を

と
り
、「
今
夜
位
往
生
。
往
く
と
思
う
。

驚お
ど
ろ
く
な
か
れ
勿
。」
と
紙
に
書
い
て
渡
さ
れ
た
。

　

受
け
取
っ
た
和
里
子
は
そ
の
墨
書
の

隣
に
「
今
夜
も
知
れ
ぬ
の
は
誰
も
で
す
。

二
人
と
も
注
意
に
注
意
し
て
百
才
ま
で

は
此
の
世
で
念
仏
い
た
し
ま
せ
う
」
と

書
き
添
え
ら
れ
た
。
虎
山
は
そ
の
同
日

お
念
仏
を
喜
び
な
が
ら
往
生
さ
れ
た
。

　

和
里
子
は
日
頃
「
親
鸞
さ
ま
も
、
父
も

母
も
兄
弟
も
、
其
外
の
善
い
方
々
も
皆
い

ら
っ
し
ゃ
る(

中
略)

お
浄
土
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
す
る
に
は
、
私
の
一
番
嫌
い
な

死
と
い
う
関
所
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
は
少

し
も
問
題
に
し
て
お
ら
ぬ
」。
又
、「
死
は

極
楽
の
誕
生
日
」
と
も
語
ら
れ
て
い
た
。

　

虎
山
示
寂
の
翌
年
、
臨
終
３
日
前
に
静

か
に
眠
っ
て
い
た
和
里
子
が
突
然
ひ
と

り
言
を
言
っ
た
。
平
生
の
時
の
よ
う
に
力

を
こ
め
て「
万
歳
万
歳
。
南
無
阿
弥
陀
仏
」

「
日
本
流
儀
で
は
、
か
よ
う
な
時
は
猪ち

ょ
こ口

に
一
杯
酒
を
飲
む
の
で
す
が
、
い
か
ん

で
し
ょ
う
か
」「
そ
れ
な
ら
、
水
で
祝
い

ま
し
ょ
う
」
こ
れ
が
和
里
子
の
今
生
に

お
け
る
最
後
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

和
里
子
は
自
分
に
厳
し
く
、
い
つ
も
前

向
き
に
明
朗
な
人
格
を
心
が
け
て
い
た
。

だ
か
ら
ユ
ー
モ
ア
で
読
者
の
笑
い
を
誘
う

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
泣
き
言
を

綴
っ
た
文
面
は
少
な
い
。

往
く
先
を 

お
の
が
心
に 

問
わ
ず
し
て

         

先
ず
み
仏
に 

た
ず
ね
ま
つ
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
義
山

み
仏
の 

み
名
を
称
ふ
る 

わ
が
声
は

　
　
　
　
わ
が
声
な
が
ら 

尊
か
り
け
り

み
仏
を 

よ
ぶ
わ
が
こ
ゑ
は 

み
仏
の

  

　
わ
れ
を
呼
び
ま
す 

み
声
な
り
け
り

                         

　
　
　
　
　
　  

和
里
子
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〝
音
響
〟
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

　
　
　
　

皆
様
は
何
を
想
像
さ
れ
ま
す
か
？

　

辞
書
に
は
、「
音
と
そ
の
響
き
。
音
。」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

寺
院
で
は
本
堂
・
庫
裏
・
会
館
に
お
い
て
、

各
種
法
要
、
研
修
会
等
が
勤
ま
り
ま
す
。

　

昨
今
で
は
そ
の
際
、
マ
イ
ク
を
用
い
る
、

ま
た
オ
ー
デ
ィ
オ
を
使
っ
て
音
楽
を
流
す
こ

と
が
あ
る
意
味
で
は
当
た
り
前
の
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
寺
院
を
開
か
れ
た
空
間
に
し
て

い
く
た
め
に
音
響
設
備
の
充
実
を
は
か
り
、

法
話
の
聞
き
や
す
い
、
聴
聞
し
や
す
い
環
境

を
整
え
た
い
、
と
の
思
い
を
お
持
ち
の
方
は

大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
専
門

知
識
に
乏
し
く
、
ど
の
よ
う
な
設
備
が
必
要

な
の
か
、
設
置
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が

か
か
る
の
か
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置
は
ど
こ

が
…
等
々
、
様
々
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
備
後
教
区
、
安
芸
教
区
の
多
く

の
寺
院
へ
の
音
響
設
備
を
手
掛
け
て
お
ら
れ

る
北
辰
映
電
株
式
会
社
の
松
浦
さ
ん
・
加
藤

さ
ん
に
「
寺
院
に
お
け
る
音
響
設
備
」
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
員
）

～
は
じ
め
に
～

　
そ
の
お
寺
に
適
し
た
音
響
設
備
と
は
？

　

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
は
環
境
や
構
造
の

違
い
が
あ
り
ま
す
。
本
堂
の
規
模
、
鉄
筋

や
木
造
の
違
い
、
更
に
は
天
井
の
高
さ
の

違
い
な
ど
に
よ
っ
て
も
音
の
響
き
・
伝
わ

り
方
は
違
い
ま
す
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
位

置
や
向
き
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
境
内
へ
の
音
響
も
使
っ
て
い
く
に
つ

れ
て
音
が
遅
れ
て
伝
わ
っ
て
い
く
な
ど
、

問
題
が
起
き
ま
す
。

　

最
近
で
は
専
門
の
機
材
を
用
い
て
音
響

測
定
・
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
ハ
ウ
リ
ン
グ
（
※
１
）

を
起
こ
す
原
因
、
聞
き
取
り
に
く
い
場
所

な
ど
の
問
題
点
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
つ
一
つ
問
題
点
を
解
消
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
寺
院
に
適
し
た
音
響
設
備

を
考
え
、
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う

「
お
寺
の
音
響
設
備
に
つ
い
て
」　

 

北
辰
映
電
の
松
浦
氏
（
右
）
加
藤
氏
（
左
） 寺

院
へ
の
納
入
経
験
も
豊
富
な
音
響
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
聞
く

▲マイク差込み口の例 　音響調整など、　お気軽に問い合わせ下さい　

北辰映電　広島本社  　　
HOKUSHIN:ESSENCE（ショールーム）
　　〒 730-0014　広島市中区上幟町 6番 4号　
　　電話（082）228-2783（代）
北辰映電　福山営業所
　　〒 721-0965　福山市王子町 1丁目 7番 21号
　　電話（084）931-0850

   （
取
材
協
力
）

※
１
（
ハ
ウ
リ
ン
グ
）

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
出
た
音

が
ま
た
マ
イ
ク
に
入
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
「
キ
ー
ン
」

と
い
う
高
音
や
「
ブ
ー
ン
」

と
い
う
低
音
な
ど
耳
障
り

で
不
快
な
音
が
発
生
し
て

し
ま
う
現
象
。
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で
す
。

ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置

　

本
堂
内
の
荘
厳
を
保
つ
た
め
に
は
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置
が
重
要
で
す
。

　

音
響
の
伝
わ
り
方
か
ら
い
え
ば
、
一

番
い
い
設
置
場
所
は
本
堂
の
前
方
で

す
。
前
方
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
置
く
こ
と

に
よ
り
、
前
方
か
ら
後
方
に
む
い
て
理

想
的
な
音
の
流
れ
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
目
立
つ
場
所
は
避

け
た
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
外
陣
の
横

や
後
方
に
設
置
さ
れ
て
い
る
寺
院
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
で
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
質
の
向

上
・
軽
量
に
伴
い
サ
イ
ズ
が
大
幅
に
小

型
化
さ
れ
、
欄
間
の
裏
や
目
立
た
な
い

形
で
本
堂
の
前
方
に
設
置
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ハ
ウ
リ
ン
グ
や
聞
こ
え
に
く
さ

　

音
響
設
備
と
聞
く
と
、
既
存
の
物
を

す
べ
て
買
い
替
え
て
、
費
用
も
よ
り
膨

ら
む
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、
今
回
、
専
門
家
の
方
か
ら

お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
新
し
い
音
響

機
材
を
丸
ご
と
買
い
替
え
る
の
で
は
な

く
、
古
い
音
響
機
材
を
生
か
し
て
音
響

測
定
・
調
整
を
行
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

既
存
の
設
備
を
生
か
し
て
ハ
ウ
リ
ン

グ
や
聞
こ
え
に
く
さ
を
防
ぐ
こ
と
も
十

分
に
可
能
と
の
こ
と
。
た
だ
し
、
既
存

の
音
響
機
材
を
使
用
す
る
際
に
は
注
意

も
必
要
で
す
。
古
い
音
響
機
材
の
中
に

は
、
電
波
法
に
よ
っ
て
現
在
使
用
で
き

な
い
機
材
も
あ
る
そ
う
で
す
。

音
響
の
必
要
性

　

そ
の
た
め
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
で

ぜ
ひ
音
響
測
定
・
調
整
を
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
と
お
勧
め
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の
音
響
機
材
で

あ
っ
て
も
お
勤
め
の
声
・
法
話
の
声
が

聞
き
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
音
質

も
よ
く
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
音
響
設
備
が
充
実
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
法
要
や
研
修
会
の
内
容
も
充

実
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
〝
本
堂
の
ど
こ
に
い
て
も

　
　
　
　
　

美
し
く
快
適
に
響
く
音
〟

　

寺
院
を
開
か
れ
た
空
間
に
し
て
い
く

一
つ
の
手
段
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
北
辰
映
電
株
式
会
社
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　▲欄間下に設置された施工の一例　  　　　　　　▲小型で高性能なスピーカー（携帯電話と比較）

　▲こんな音響設備を整えた寺院も！

　拘ればＣＤなどの音源を出力する
　プレーヤーの選定、パワーアンプ、
　ミキサー、ワイヤレスマイク機器
　など奥が深い。
　

内　陣

外　陣

　　理想的とされるスピーカの位置
（高さ・角度など機器により異なります）
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受
け
、『
歎
異
抄
』
を
再
凝
視
す
る
と
、

殆
ど
の
注
釈
書
が
見
逃
し
て
い
る
表
紙

の
蓮
如
上
人
御
指
南
が
あ
り
ま
し
た
。

奥
書
の
そ
れ
と
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

す
る
と
、
個
人
用
「
蓮
如
之こ

れ

」
の
私
信

「
一い

っ
つ
う通

」
を
、「
当と

う
り
ゅ
う流

大だ
い

事じ

の
聖

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

教
と

為な

」
し
て
伝
授
す
る
と
い
う
本
願
寺
宗

主
の
実
行
宣
言
「
釈
蓮
如 

花か

押お
う

」
が
見

え
て
き
ま
し
た
。全
く
新
し
い
視
点
で
す
。

　

つ
ま
り
、
蓮
如
上
人
は
御
指
南
全
体
か

ら
見
る
と
、『
歎
異
抄
』
禁
書
者
で
な
く
、

逆
に
「
私
信
」
を
書
写
し
て
原
本
を
残
し
、

更
に
聖
教
化
し
流
布
さ
せ
た
最
大
の
功
労

者
と
分
か
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
覚
如
上
人
の
伝
記
『
慕ぼ

き

え

帰
絵
』

第
３
巻
第
３
段
の
唯
円
と
の
対
談
の

「
日ひ

来ご
ろ

不ふ

審し
ん

の
法ほ

う
も
ん文
に
を
い
て

　
　
　
　
　
　
　

善ぜ
ん
あ
く悪

二に

業ご
う

を
決
す
」

の
「
法
文
＝
ほ
う
の
ふ
み
」
が
「
私
信
」

の
『
歎
異
抄
』
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
日
来
」
と
は
、
前
年
の
如に

ょ
し
ん信

の
覚
如

上
人
へ
の
相
伝
を
示
し
、『
歎
異
抄
』

発
見
と
、関
係
者
が
分
っ
て
き
ま
し
た
。

（
１
）
動ど

う

機き　

　

拙せ
っ
ち
ょ著
執
筆
の
動
機
は
、
現
行
『
歎
異

抄
』
原
本
の
写
本
を
残
さ
れ
た
蓮れ

ん
に
ょ如

上

人
へ
の
禁・

・

・

・

・

・

・

・

書
者
と
い
う
非
難
、
本
願
寺

創
立
者
の
覚か

く
に
ょ如

上
人
へ
の
不・

・

・

審
視
、
親し

ん

鸞ら
ん

聖
人
出
家
動
機
を
軽
視
す
る
歴
史
書

の
増
加
、
親
鸞
聖
人
の
敬
称
省
略
・
呼

び
捨
て
の
真
宗
僧
侶
の
氾
濫
、
寺
・
教

団
形
成
否
定
論
に
よ
る
僧
侶
や
住
職
の

立
場
の
弱
体
化
、
教
団
の
分
裂
な
ど
の

諸
動
向
に
危き

ぐ惧
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

本
当
に
こ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
２
）『
歎
異
抄
』
の
旧

き
ゅ
う
ら
い来

解
釈

　

こ
れ
ら
の
根
底
に
『
歎
異
抄
』
解
釈

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
そ
れ

は
殆
ん
ど
大
谷
派
の
了

り
ょ
う
し
ょ
う祥

師
視
点
の

延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
で
す
。つ
ま
り
、

　

著
者
唯ゆ

い
え
ん円
は　

関
東
一
門
弟
、

　

形
態
は　

親
鸞
聖
人
の
本
音
の

　
　
　
　
　
　

直
聞
直
記
の
信
仰
書
、

　

対
象
は　

不
特
定
多
数
の
庶
民
、

　

親
鸞
聖
人
像
は

第
２
条
「
よ
き
ひ
と
の
仰お

お

せ
を

　
　
　
　
　
　

か
ぶ
り
て
信
ず
る
」
と

第
６
条「
親
鸞
は
弟で

し子
一い

ち
に
ん人

も
も
た
ず
」

と
で
弟
子
の
立
場
堅け

ん

持じ

・
師
匠
の
立
場

辞じ

退た
い

の
同ど

う
ほ
う朋
重
視
の
浄
土
真
宗
立り

っ
き
ょ
う教

開か
い
し
ゅ
う宗

の
偉
大
な
念
仏
者
と
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、『
教
行
信
証
』
の

「
主し

ゅ
じ
ょ
う上

臣し
ん

下か

法ほ
う

に
背そ

む

き
」
重
視
と
相

ま
っ
て
、『
歎
異
抄
』
を
教
団
形
成
否

定
の
「
横よ

こ
い
と
よ
う

糸
用
」
の
聖
教
と
評
価
し
、

更
に
、
蓮
如
上
人
奥
書
を
禁き

ん
し
ょ書

指
示
と

決
め
つ
け
、
上
述
の
諸
動
向
へ
と
連
動

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
だ
が
‥
。

（
３
）
蓮
如
上
人
の
御
指し

南な
ん

に
よ
る

　
　
　

新
視し

点て
ん

と
『
歎
異
抄
』
の
発
見

 

「
問
の
中
に
答
あ
り
。
問
を
見
よ
」
を

点

視
　

昨
年
、
比
婆
組
妙
延
寺
の
尾
野
義

宗
住
職
が
著
述
し
た
『
歎
異
抄
の
真

意
と
原
形
』（
Ａ
５
判
・

494
頁
）
が

永
田
文
昌
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

   

そ
こ
で
、
出
版
に
い
た
る
ま
で
の

願
い
な
ど
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。
　

                     

　
　（
教
区
報
専
門
委
）

 

『
歎

た

ん

異に

抄
し

ょ

う

の
真

し

ん

意い

と
原

げ

ん

け

い形
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
出
版
の
願
い

 　　　比
ひ ば そ

婆組妙
みょう

延
えん

寺
じ

 尾
お の

野義
ぎ

宗
しゅう

住職

　

表
紙

「
歎
異
抄
一・

・通　

蓮
如
之
」

　

奥
書

「
右
斯
聖
教
者
為・

当
流
大
事
聖
教
也

　

於
無
宿
善
機
無
左
右
不
可
許
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
蓮
如
・
花
押
」
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（
４
）「
唯
円
大だ

い
と
く徳
」
は

　
　
「
小
野
宮
禅
念
の
子
・
源

み
な
も
と
の 

輔す
け
と
き時

」

　

又
、
多
く
の
注
釈
書
で
案
外
不
詳
な

の
が
著
者
「
唯
円
」
そ
の
人
で
す
。

　

し
か
し
、「
唯
円
」
が
両
派
の
信
頼
厚

い
歴
史
書
・
先せ

ん
け
い啓

了り
ょ
う
が雅

『
大
谷
遺
跡
録
』

や
寿
海
『
大お

お
た
に谷

嫡ち
ゃ
く
り
ゅ
う流

実じ
つ

記き

』
に
「
唯ゆ

い
ぜ
ん善

別べ
つ
ば
ら
の腹

舎し
ゃ
け
い兄

」、「
唯ゆ

い
ぜ
ん善

の
異い

ぼ母
の
兄
」
と

あ
り
ま
す
。「
唯
善
」
は
、
聖
人
の
季

（
す
え
）
娘
・
覚
信
尼
と
再
婚
相
手
・
小

野
宮
禅
念
（
お
の
の
み
や 

ぜ
ん
ね
ん
）

こ
と
源 

具
親
と
の
子
で
す
。

　

す
る
と
、「
唯
円
」
は
大
谷
廟
堂
の

土
地
提
供
者
・
禅
念
の
先
妻
と
の
次

男
で
、
覚
如
上
人
の
義
理
の
叔
父
・
源 

輔
時
で
、
一
門
弟
で
は
な
い
の
で
す
。

（
５
）『
歎
異
抄
』
の
性
格

 

『
慕
帰
絵
』
か
ら
、 『
歎
異
抄
』
は
善ぜ

ん
ら
ん鸞

符ふ

術じ
ゅ
つ（

造ぞ
う
あ
く悪

無む

げ碍
対
応
の
病
気
直
し
）

に
対
抗
し
て
、
義
理
の
甥
・
覚
如
上
人

へ
教
団
委
託
し
た
親
族
間
の
「
私
信
」・

「
善
知
識
用
の
教
則
本
」
で
あ
り
、

第
６
条
も
「
弟
子
一
人
も
も
た
ず
」

　
　

  　
　
「
師
の
恩お

ん

を
も
知し

る
べ
き
」

の
親
鸞
聖
人
師
匠
の
自
戒
と
、
弟
子
の

自
覚
喚
起
と
で
「
僧そ

う
り
ょ侶
の
師し

し資
相そ

う
じ
ょ
う承
に

よ
る
念
仏
教
団
の
骨こ

っ
か
く格
形け

い
せ
い成
の
論ろ

ん
き
ょ拠
」

が
教
示
さ
れ
た
「
僧
侶
の
師し

と
弟で

し子
」

の
対
話
で
あ
り
、『
歎
異
抄
』
は
教
団

形
成
の
「
縦た

て
い
と
よ
う

糸
用
」
聖
教
だ
と
分
か
り
、

旧
来
解
釈
と
全
く
相
違
し
ま
す
。

（
６
）『
歎
異
抄
』
の
受じ

ゅ
だ
く託

者
・
覚
如
上
人

①　

か
く
し
て
、『
歎
異
抄
』
受
託
の

　

覚
如
上
人
は
21
才
か
ら
関
東
に
聖
人

　

事
跡
を
訪
ね
『
報ほ

う
お
ん
こ
う

恩
講
私し

き記
』『
御ご

　

伝で
ん

鈔し
ょ
う』
を
著
述
し
、隠い

ん
に
ん忍
自じ

重ち
ょ
うの
末
、

　

62
才
に
『
口く

伝で
ん

鈔し
ょ
う』、

翌
年
、
大
谷

　

廟
堂
に
天
皇
の
勅

ち
ょ
く

願が
ん

寺じ

と
し
て
の

　
「
本
願
寺
」
寺
号
を
獲
得
し
ま
す
。

②　

そ
の
『
御
伝
鈔
』
の
親
鸞
聖
人
像

　

は
『
歎
異
抄
』
と
『
恵え

信し
ん

尼に

消し
ょ
う
そ
く息
』

　

を
受
け
て
い
ま
す
。『
歎
異
抄
』
は

　

親
族
間
の
私
信
故
に
敬
称
略
で
す
が
、

　

大
乗
菩
薩
道
の
師
匠
と
し
て
の
引
用

　

は
、
大だ

い

勢せ

至し

菩ぼ

薩さ
つ

の
化け

身し
ん

「
法ほ

う
ね
ん然

聖

　

人
」
と
同
じ
「
聖し

ょ
う
に
ん人

」
の
呼こ

称し
ょ
うを

使

　

用
し
て
「
浄
土
よ
り
来ら

い
し
ょ
う生

」
を
示
唆

　

し
て
い
ま
す
。
又
、『
恵
信
尼
消
息
』

　

は
親
鸞
聖
人
を
観か

ん
の
ん音

菩
薩
の
化
身
と

　

感か
ん
と
く得

し
た
と
あ
り
、
上
人
は
両
書
受

　

託
の
基
盤
の
上
に
「
大だ

い

慈じ

阿あ

み

だ

弥
陀
仏ぶ

つ

　

の
来ら

い
し
ょ
う生

」
た
る
「
宗
教
的
真
実
」
の

　

聖
人
像
を
記
述
し
た
の
で
す
。
こ
れ

　

又
、
旧
来
聖
人
像
と
相
違
し
ま
す
。

　
③　

更
に
、『
口
伝
鈔
』
文
形
は
『
歎

　

異
抄
』
の
第
10
条
以
下
と
酷ご

く

似じ

で
す
。

　

そ
れ
で
上
人
が
参
考
に
し
た
『
歎
異

　

抄
』
原
形
の
「
法
文
」
は
第
10
条
か

　

ら
始
ま
り
、
第
９
条
迄
は
「
証
文
ど

　

も
」、
漢
文
部
分
は
仲
介
者
・
如
信

　

の
聞
き
書
き
と
分
か
り
ま
す
。

　

又
、　

上
人
は
課
題
の
「
善
悪
二
業
」

　

を
「
信し

ん
じ
ん心
正し

ょ
う
い
ん
因　

称
し
ょ
う
み
ょ
う名
報ほ

う
お
ん恩
」
と
解

　

決
し
て
、
教
団
樹
立
の
教
学
を
確
立

　

さ
れ
た
の
で
す
。

④　
『
教
行
信
証
』「
主
上
臣
下
法
に
背

　

き
」
と
勅
願
寺
「
本
願
寺
」
寺
号
獲

　

得
と
は
大
き
な
断
絶
が
あ
り
ま
す
。

　

覚
如
上
人
は
19
才
の
『
歎
異
抄
』
受

　

託
時
に
「
承じ

ょ
う
げ
ん元
の
法ほ

う
な
ん難
」
の
詳
細
を

　

聞
き
、
26
才
の
『
御
伝
鈔
』
下
巻
第

　

一
段
に
「
法
難
」
惹
起
の
当
事
者
を

　

特
定
・
限
定
し
て
詳
述
し
、
同
時
に
、

　
「
禿と

く

の
字じ

」
で
の
聖
人
の
奏
聞
に
対

　

し
て
皇
帝
・
佐さ

渡ど
の

院い
ん

の
「
陛へ

い

下か

の
叡え

い

　

感か
ん

」
や
「
侍じ

臣し
ん

の
褒ほ

う

美び

」
が
あ
っ
た

　

と
記
し
、
是
々
非
々
の
立
場
を
公
に

　

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
勅
願
獲
得

　

の
橋

き
ょ
う
と
う頭
堡ほ

に
し
、
天
皇
家
と
藤
原
氏

　

の
長
い
伝
統
下
、
嫡
男
・
善
鸞
を
超

　

え
た「
本
願
寺
」教
団
を
確
立
な
さ
っ

　

た
の
で
し
ょ
う
。（
前
著
述
）

（
７
）
出
版
の
願
い    

            

　

蓮
如
上
人
御
指
南
を
頂
い
て
こ
そ

『
歎
異
抄
』
の
真
意
が
分
り
、
多
く
の

暗
雲
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭

で
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
覚
如
・
蓮
如
両
上
人
の
顕
彰
と
、

浄
土
真
宗
と
「
如に

ょ
ら
い来

聖し
ょ
う
に
ん人

」
の
お
徳
を

全
世
界
に
伝で

ん

播ぱ

さ
せ
た
い
、
そ
れ
が
拙

著
出
版
の
願
い
で
す
。
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Mimyou  no  Hana

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
コ
ー
ル
泉
」
の
練
習
は
毎
月
第
三
金
曜
日
の

午
後
で
す
が
、
行
事
を
控
え
て
い
る
時
は
第
一

金
曜
日
も
練
習
を
し
ま
す
。
練
習
後
に
は
坊
守

さ
ま
が
用
意
し
て
く
だ
さ
る
お
茶
と
お
菓
子
を

い
た
だ
き
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
の
も
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
す
。
役
員
か
ら
の
お
願
い
や
伝
え
る
こ

と
相
談
す
る
こ
と
な
ど
の
場
に
も
な
り
親
睦
も

深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
仏
教
讃
歌
を
歌
う
会
に
出
あ
え
た

喜
び
を
大
切
に
、
こ
の
ご
縁
を
よ
り
深
め
広
げ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

合
掌

仏
教
讃
歌
に
魅
せ
ら
れ
て

沼
隈
西
組　

常
泉
寺
仏
婦
会
長　

佐
藤 

泰
子

　
「
コ
ー
ル
泉(

せ
ん)

」
は
、
誕
生
し
て
６
年
目

の
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
コ
ー
ラ
ス
で
す
。
親
鸞
聖
人

７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
、
住
職
継
職
奉
告
・
本
堂
・

庫
裡
新
築
落
成
と
い
う
大
行
事
を
終
え
た
常
泉

寺
（
中
江
恵
之
住
職
）
に
、
多
く
の
方
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
コ
ー
ラ
ス
誕
生
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
門
信
徒
会
長
が
ピ
ア
ノ
を
寄
進
し
て

く
だ
さ
り
、
広
い
本
堂
で
仏
教
讃
歌
を
歌

わ
せ
て
も
ら
う
と
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
す
ぐ

そ
ば
で
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、

あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

詩
も
響
き
も
す
ば
ら
し
く
歌
う
た
び
に

感
動
が
深
ま
り
ま
す
。
ご
指
導
く
だ
さ
る

お
二
人
の
先
生
の
お
か
げ
で
、
し
だ
い
に

参
加
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。　
　

　

総
会
、
永
代
経
法
要
、
平
和
の
鐘
を
つ

く
集
い
（
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）、
報
恩
講
法
要

な
ど
で
発
表
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
本
山
で
の
『
秋
の
御
堂
演
奏
会
』

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
（
23
名
）。

　
「
６
０
０
人
以
上
の
方
々
と
心
を
一
つ
に

し
何
曲
も
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
感
動
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」「
本
山
に
お
詣
り
で
き
、

全
国
か
ら
の
皆
さ
ま
と
歌
へ
あ
り
が
た
い

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
北
海
道
の
方
に

来
年
も
会
い
ま
し
ょ
う
と
誘
わ
れ
ま
し
た
」

(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

１
月

　

８
日　

教
務
所
仕
事
始
め

　

９
日　

寺
婦
役
員
会

　

11
日　

教
堂
常
例
法
座

　

20
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

　

21
日　

保
護
司
会
設
立
準
備
会

　

〃
日　

門
信
徒
部
会

　

〃
日　

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

　

23
日　

伝
道
広
報
部
会

　

〃
日　

教
区
報
専
門
委
員
会

　

27
日　

得
度
の
た
め
の
講
習
会

　

29
日　

仏
婦
役
員
会

　

31
日　

ビ
ハ
ー
ラ
研
修
協
議
会

２
月

　

５
日　

同
朋
三
者
懇
（
尾
道
）

　

８
日　

仏
壮
役
員
会

　

11
日　

教
堂
常
例
法
座

　

12
日　

勤
式
練
習
会

　

〃
日　

寺
婦
研
修
旅
行
（
～
13
日
）

　

13
日　

矯
正
教
化
管
区
支
部
研
修
会

　
　
　
　
　
（
～
14
日　

岡
山
刑
務
所
）

　

17
日　

総
代
研
修
会
（
北　

三
次
）

　

18
日　

総
代
研
修
会
（
南　

深
津
）

　

19
日　

広
報
伝
道
部
会

　

〃
日　

第
５
回
真
宗
講
座

　

〃
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会
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(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

　

21
日　

教
区
事
業
推
進
委
員
会

　

24
日　

教
区
常
備
会

　

25
日　

備
龍
会
仏
教
教
養
講
座

　

26
日　

同
朋
社
会
部

　

〃
日　

仏
婦
だ
よ
り
委
員
会

　

27
日　

布
教
団
部
門
別
実
践
運
動

　
　
　
　
　
　

研
修
会
・
臨
時
総
会

３
月

　

２
日　

ほ
ほ
え
み
講
座

　

３
日　

連
区
教
化
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
４
日　

四
州
）

　

４
日　

勤
式
練
習
会

　

６
日　

寺
婦
役
員
会

　

７
日　

連
研
履
修
者
の
つ
ど
い

　

10
日　

第
２
回
実
践
委
員
会
・

　
　
　
　

事
業
推
進
委
員
会
・
総
会

　

11
日　

教
堂
常
例
法
座

　

13
日　

同
朋
講
座

　

14
日　

定
期
教
区
会

　

17
日　

同
朋
三
者
懇
委
員
会

　

18
日　

参
与
会
聞
法
会

　

25
日　

組
長
会

　

26
日　

ビ
ハ
ー
ラ
役
員
会

　

27
日　

仏
婦
役
員
会

　

28
日　

備
龍
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

31
日　

青
年
布
教
使
研
修

４
月

　

３
日　

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

News ＆　
　
　
得
度
の
た
め
の
講
習

　
　
　
【
勤
式
】　

１
月
27
日
、
備
後
教

　
　

堂
に
て
得
度
習
礼
の
事
前
講
習
会

が
開
催
さ
れ
た
。今
年
は
２
名
の
参
加
。

　

衣
体
の
畳
み
方
、
五
条
袈
裟
の
結
び

方
、
荘
厳
作
法
と
い
っ
た
内
容
な
ど
を

中
心
に
指
導
を
行
っ
た
。

　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
研
修
協
議
会

　
【
ビ
ハ
ー
ラ
】
１
月
31
日
、
備
後
教

堂
に
お
い
て
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
研
修
協
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
23
名
。

　

季
平
博
昭
師
を
講
師
に
招
き
、
経
験

を
ふ
ま
え
た
講
義
を
聞
き
、
昼
か
ら
は

協
議
会
を
開
い
た
。

　

矯
正
教
化
管
区
支
部
研
修
会

　
【
矯
正
教
化
】

　

２
月
13
日
～
14

日
、
矯
正
教
化
連
盟

の
広
島
管
区
支
部
教

誨
師
研
修
会
を
備
後

教
区
の
引
き
受
け
で

開
催
さ
れ
た
。
会
場

は
岡
山
刑
務
所
に
て

行
わ
れ
、
施
設
見
学

を
通
し
て
、
刑
事
施

　
布
教
団
が
実
践
運
動

　
【
布
教
団
】
２
月
27
日
、
部
門
別
実

践
運
動
研
修
会
・
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
午
前
中
は
中
央
委
員
の
小
島
照

行
師
（
御
調
西
組
法
泉
寺
）
よ
り
教
区

と
し
て
の
実
践
運
動
に
つ
い
て
、
午
後

か
ら
は
元
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山

野
秀
子
さ
ん
を
招
き
、「
日
本
の
美
し

い
言
葉
」
の
講
義
を
伺
っ
た
。

　
門
徒
総
代
が
研
修
会

　
【
門
徒
総
代
】　

教
区
の
門
徒
総
代
会

研
修
会
が
２
月
17
日
に
三
次
市
十
日
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
北
部
）
で
、

18
日
に
深
津
組
法
眞
寺
（
南
部
）
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
松
月
博
宣

師
（
福
岡
教
区
・
志
摩
組
海
徳
寺
）
で
、

北
部
98
名
、
南
部
105
名
の
参
加
。

前日（北部）の参加者が
好評につき、翌日（南部）
にも参加される方も！

▲三次市のコミニティセンター
　（北部）

◀福山市の法真寺（南部）

　

ほ
ほ
え
み
講
座

　
【
仏
婦
】
３
月
２
日
、
備
後
教
堂
に

て
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
の
若
婦
人
専

門
委
員
会
「
ほ
ほ
え
み
講
座
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　

布
教
使
の
弘
山
光
称
師
よ
り
仏
事
や

雅
楽
の
話
を
例
に
法
話
さ
れ
、
午
後
の

部
で
は
ボ
ー
モ
リ
ー
ズ
の
皆
さ
ま
よ
り

仏
教
讃
歌
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

▶
布
教
団
研
修

                   

ほ
ほ
え
み
講
座
▼

設
に
お
け
る
改
善
更
生
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
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教
区
会
で
予
算
審
議

　
　
　
【
教
区
会
】　

３
月
14
日
、
備
後

　
　
　

教
堂
に
て
定
期
教
区
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
予
算
審
議
が
行
わ

れ
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
教

区
賦
課
基
準
規
則
の
一
部
を
変
更
す
る

区
令
に
つ
い
て
も
承
認
を
受
け
た
。

　

参
与
会
・
聞
法
会

　
【
参
与
会
】
３
月
18
日
、
備
後
教
堂

参
与
会
総
会
・
聞
法
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

聞
法
会
で
は
講
師
に
、
龍
谷
大
学
の

玉
木
興
慈
師
（
大
阪
教
区
浄
興
寺
）
を

招
き
、「
正
信
偈
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、

話
さ
れ
た
。

News ＆

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　

～
備
後
教
区
・
今
後
の
予
定
～

　
実
践
運
動
研
修
会

　
【
実
践
運
動
】　

３
月
10
日
、
第
２
回

実
践
委
員
会
・
事
業
推
進
委
員
会
・
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

各
組
で
実
施
さ
れ
た
実
践
運
動
僧
侶

研
修
会
の
報
告
並
び
に
比
婆
組
に
お
け

る
実
践
運
動
を
西
楽
寺
・
定
光
大
燈
住

職
よ
り
報
告
が
あ
り
、
宗
門
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
各
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
組

の
取
り
組
み
を
話
さ
れ
た
。

　

11
日　

教
堂
常
例
法
座

　

13
日　

仏
教
壮
年
会
総
会
研
修
会

　

15
日　

仏
教
婦
人
会
総
会
研
修
会

　

16
日　

保
護
司
会

　

17
日　

寺
族
婦
人
会
若
婦
研
修
会

　

22
日　

少
年
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
23
日　

安
芸
）

　

24
日　

実
践
運
動
、
事
業
推
進

　
　
　
　

合
同
総
会
研
修
会

　

25
日　

少
年
連
盟
役
員
会

　

30
日　

保
育
連
盟
全
体
会

　
　
　
　
　

   

　

      (

敬
称
略
）

６
月
「
慈
悲
充
満
」

　
　
　

 

蔀    

晃
尊     （
三
次
組 

円
勝
寺
）

７
月
「
私
の
歩
む
道
」

　
　
　

栗
原 

一
乗
（
世
羅
組 

浄
楽
寺
）

８
月
「
照
ら
さ
れ 

抱
か
れ 

育
て
ら
れ
」

　
　
　

伊
川 

大
慶
（
三
次
組 

西
覚
寺
）

教
堂
常
例
法
座
出
講
者

　

連
研
履
修
者
の
つ
ど
い

　
【
連
研
】
３
月
７
日
、
備
後
教
堂
に

て
教
区
の
連
研
履
修
者
研
修
が
開
催
さ

れ
た
。今
年
は
組
連
研
修
了
者
に
加
え
、

現
在
組
連
研
受
講
中
の
方
も
対
象
と
し

て
、
念
仏
の
ご
縁
と
履
修
者
同
士
の
絆

を
育
て
て
い
た
だ
い
た
。
講
師
に
は
、

連
研
中
央
講
師
の
石
﨑
博
叙
師
（
大
阪

教
区
大
円
寺
）
を
招
い
て
、
体
験
発
表

の
時
間
や
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

同
朋
講
座

　
【
同
朋
部
会
】
３
月
13
日
、
同
朋
講

座
が
備
後
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
格

差
・
貧
困
問
題

か
ら
学
ぶ
」
で
、

作
家
で
あ
り
社

会
活
動
家
の
雨

宮
処
凛
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
、

午
前
・
午
後
の

研
修
で
話
を

伺
っ
た
。

　

寺
族
若
婦
人
研
修
会

　
【
寺
婦
】
４
月
17
日
、
寺
族
婦
人
会

連
盟
若
婦
人
研
修
会
を
神
石
組
教
西
寺

（
馬
屋
原
晃
准
住
職
）
に
て
開
催
し
た
。

講
師
は
二
階
堂
和
美
師
（
歌
手
作
詞
作

曲
家
・
安
芸
教
区
佐
伯
西
組
大
龍
寺
衆

徒
）。
自
身
の

遍
歴
や
音
楽

活
動
で
の
体

験
を
語
ら
れ
、

歌
唱
を
交
え

て
講
演
い
た

だ
い
た
。
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　岡山県の寺院     （電話 086-224-2111）
　 〒 700-8570　岡山市北区内山下 2-4-6
         　岡山県庁内　総務部　総務学事課
未提出の場合、10 万円以下の過料処罰金が
発生します。お忘れなきようご留意下さい。
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得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

［
敬
称
略
］　

備
中
里
組　

慈
恩
寺　

釋　

大
智
（
大
智
）

深  

津  

組　

慶
満
寺　

松
井　

惠
（
惠
美
）

（
平
成
25
年
12
月
12
日
付
）

鴨  

川  

組　

泉
龍
寺　

坂
田　

尚
大
（
大
智
）

三  

谿  

組　

専
教
寺　

鎌
倉　

義
雄
（
義
雄
）

御
調
東
組　

正
典
坊　

近
安　

徹
（
徹
信
）

御
調
西
組　

浄
念
寺　

林　

聡
子
（
聡
明
）

（
平
成
26
年
3
月
28
日
付
）

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

敬　

弔

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

三  

谿  

組　

明
覺
寺　

様

 

よ
り
香
典
返
礼
を
お
あ
ず
か
り
し
ま
し
た
。

［
敬
称
略
］　

沼
隈
南
組　

光
林
寺　

湯
木　

徹
（
徹
海
）

三  

次  

組　

福
善
坊　

森
安
百
合
枝
（
智
聖
）

（
平
成
25
年
11
月
13
日
付
）

備
中
里
組　

高
運
寺　

塩
田　

徹
成
（
徹
成
）

鴨  

川  

組　

勝
願
寺　

足
利　

亮
水
（
亮
水
）

沼
隈
南
組　

善
正
寺　

那
須　

英
裕
（
英
裕
）

芦  

田  

組　

慶
照
寺　

日
髙　

光
壱
（
光
宣
）

三  

谿  

組　

法
専
寺　

加
藤　

彰
子
（
順
慧
）

三  
次  
組　

福
善
寺　

日
野　

光
（
宗
光
）

御
調
東
組　

照
願
寺　

久
本　

晃
真
（
晃
真
）

 （
平
成
26
年
2
月
27
日
付
）

芦  

田  

組　

正
満
寺　

俵　

春
耀
（
春
耀
）

三  

谿  

組　

正
法
寺　

小
武　

紫
苑
（
紫
苑
）

 （
平
成
26
年
3
月
15
日
付
）

  [

敬
称
略]　

中　

  

組　

融
玄
寺　

　
　
　

住　

職　
　

園
井　

孝
之    （
12
月
29
日
寂
）

三 

谿 

組　

専
教
寺

　
　
　

前
坊
守　
　

鎌
倉　

惠
見    （
１
月
26
日
寂
）

御
調
東
組　

福
善
寺

　
　
　

衆　

徒　
　

林　

泉　
　
　
（
１
月
12
日
寂
）

三 

谿 

組　

明
覺
寺

　
　
　

住　

職　
　

不
二
川　

公
勝（
２
月
５
日
寂
）

芦 

田 

組　

西
法
寺　

　
　
　

住　

職　
　

亀
山　

義
照    （
２
月
９
日
寂
）

芦 

田 

組　

願
成
寺

　
　
　

前
坊
守　
　

金
岡　

ハ
ル
ミ（
３
月
13
日
寂
）

　第6回真宗講座（選択本願）
　　と　き　６月４日（水）
　　ところ　本願寺備後教堂
　　講　師　安方哲爾　先生　
　布教団夏期布教大会
　　と　き　６月 20日（金）　朝席　昼席
　　ところ　本願寺備後教堂
　　本講師　小林顕英　師
　　　　　　伊川大慶（三次組西覚寺）栗原一乗（世
　　　　　　羅組浄楽寺）平山智正（深津組光円寺）
　　　　　　深水正道（三次組専正寺）
　布教団特別布教大会
　　と　き　７月１２日（土）　昼席
　　ところ　備中里組　教善寺
　　講　師　川上順之（神石組法泉寺）苅屋光影（深
　　　　　　津組光行寺）長谷川憲章（三谿善徳寺）
　　　　　　平山義文（深津組光榮寺）
　保育新任補任式研修会
　　と　き　７月５日（土）　
　　ところ　本願寺備後教堂
　　講　師　
　連研のための研究会
　　と　き　７月８日（火）
　　ところ　本願寺備後教堂
　　講　師　連研中央講師
　全国真宗青年の集い　北海道大会
　　と　き　７月 26日（土）～ 27日（日）
　　ところ　本願寺札幌別院
　　講　師　大平光代さん

インフォメーション

５月
11日　　教堂常例法座
11日～12日　勤式研修
　　　　　　　（八尾市顕証寺）
15日　　僧侶研修会（御調東組 照源寺）
26～ 27日　中四国野球大会 （高松）
29～ 30日　全国布教大会 （本山）
６月
２日　　同朋三者懇話会（備後）
４日　　教区真宗講座（第６回）
５～6日　 法統継承式（本山）
11日　　教堂常例法座
11～13日  備龍会研修旅行
16～17日  連区青年布教使研修会
　　　　　　　 　　　　　 （四州）
18日　　組長会
19～20日  布教団夏季布教大会
23～24日  勧学寮 真宗講座
24日　　備龍会総会
26日　　仏婦実践運動研修会
27日　　門徒世話人会
27日　　連研新教材普及学習会

今 後 の 予 定
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　

～
備
後
教
区
・
今
後
の
予
定
～
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▽
キ
リ
ス
ト
教
立
の

　
　
　
　
　
　
　

 

学
校
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
は
使
命

や
任
務
の
意
味
で
〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〟
と
い

う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
伝

道
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
敬
虔
な

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
神
の
言
葉
を

世
界
中
に
送
り
届
け
る
こ
と
は
大
切
な

使
命
と
い
う
考
え
方
で
し
ょ
う
▽
そ
れ

に
対
し
て
仏
教
は
、
三
蔵
法
師
が
経
典

を
求
め
て
命
が
け
で
イ
ン
ド
に
向
か
い
、

最
澄
や
空
海
が
中
国
で
学
ば
れ
た
よ
う

に
、
仏
の
教
え
は
待
っ
て
い
て
も
向
こ

う
か
ら
や
っ
て
こ
な
い
、こ
ち
ら
（
自
分
）

か
ら
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す

▽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
さ
ん
は
、

「
こ
の
事
実
に
他
の
宗
教
に
は
な
い
仏
教

の
一
面
が
表
れ
て
い
る
。
仏
教
が
広
く
浸

透
し
て
い
っ
た
の
は
、
よ
ほ
ど
の
魅
力
が

備
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
と
語
ら
れ
て

い
ま
す
▽
今
号
紹
介
の
甲
斐
和
里
子
さ
ん

も
キ
リ
ス
ト
教
へ
対
抗
や
仏
教
者
の
使
命
・

任
務
と
い
う
想
い
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
む
し
ろ
足
利
義
山
や
仏
教
の
魅
力
を

語
り
広
め
ら
れ
た
方
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
現
代
も
多
く
の
宗
教
に
囲
ま
れ
、
寺

院
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
で
す

が
、
先
人
方
と
同
様
、
自
信
教
人
信
・
大

悲
伝
普
化
に
浄
土
真
宗
の
魅
力
を
伝
え
る

教
区
報
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。（
Ｋ
．Ｆ
）

 

人 
 

事
こ
の
度
４
月
１

日
付
で
札
幌

別
院
よ
り
異
動

し
て
ま
い
り
ま

し
た
米
沢
友
樹

（
世
羅
組 

西
照
寺 

衆
徒
）
と
申
し
ま

す
。
遠
く
北
の
大
地
よ
り
地
元
の
備
後

教
区
へ
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
広
島
弁
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
る

こ
の
た
び
４

月
１
日
付
で

備
後
教
務
所

に
配
属
と
な

り
ま
し
た
高

橋
祐
大
（
29
歳
）
と
申
し
ま
す
。
所
属

寺
は
山
口
教
区
大
津
西
組
常
正
寺
で

す
。新
職
で
す
の
で
未
だ
経
験
は
浅
く
、

ご
迷
惑
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

お
寺
の
子
ど
も
の
集
い

３
月
26
日
（
水
）、
お
寺
の
子
ど

も
の
集
い
を
、
沼
隈
西
組
万
福
寺
（
河

村
祐
昭
住
職
）
に
お
い
て
「
う
ど
ん

づ
く
り
・
お
抹
茶
体
験
」
と
称
し
て

開
催
。
参
加
者
は
子
ど
も
24
名
、
保

護
者
・
ス
タ
ッ
フ
20
名
。
う
ど
ん
の

生
地
づ
く
り
か
ら
河
村
祐
昭
住
職
に

指
導
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
実
食
。

お
昼
か
ら
は
ゲ
ー
ム
を
交
え
な
が
ら

茶
室
で
本
格
的
な
お
抹
茶
体
験
。
生

憎
の
雨
天
で
あ
っ
た
が
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
が
絶
え
な
か
っ
た
。
お
寺

宛
に
は
「
キ
ラ
イ
だ
っ
た
う
ど
ん
が

好
き
に
な
っ
た
」

と
の
お
礼
状
も

あ
っ
た
そ
う
で

あ
る
。

　
今
般
、
派
遣
社
員
の
藤
井
リ
エ
さ
ん

が
辞
め
ら
れ
、
森
亜
矢
美
さ
ん
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
よ
り

教
務
所
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま

す
森
と
申
し
ま

す
。
不
慣
れ
な
こ

と
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

存
じ
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

新
派
遣
社
員　

森
亜
矢
美
さ
ん

　
今
般
、
４
月
１
日
付
で
職
員
が
２
人

就
任
し
ま
し
た
。

　

米
沢
友
樹
（
世
羅
組
西
照
寺
）

毎
日
で
す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
（
と
く

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
で
す
。

初
め
て
の
教
務
所
業
務
で
ま
だ
ま
だ
不

慣
れ
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち
も

新
た
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

高
橋
祐
大

　
　（
山
口
教
区
大
津
西
組
常
正
寺
）

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

教
区
報
専
門

委
員
会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
　

℡(

０
８
４)

９
２
４ -

５
７
５
９

　
　

fax(

０
８
４)
９
３
１ -

９
３
２
３

●
発
行
所
　
備
後
教
区
教
務
所
         〒

720-0052　
福
山
市
東
町
2‐
4‐
5　
●
発
行
人
     　

教
務
所
長
　
菊
池
宗
城
　
　
　
●
編
集
　
教
区
報
専
門
委
員
会


